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学位に付記する専攻分野の名称の在り方検討分科会について 
 

１．審議の目的 
 大学教育の分野別質保証の在り方について日本学術会議が審議を行なうにあたっては、

「大学の個性化・特色化に伴う教育の多様性の確保に配慮するとともに、学位に付記す

る専攻分野の名称の在り方なども含めて、分野の捉え方にも検討を加えられること」が

期待されている。 

 日本学術会議に対する文部科学省の審議依頼「大学教育の分野別質保証の在り方に関す

る審議について」（平成 20 年 5 月 22 日）、ならびに「学士課程教育の構築に向けて」（平成

20 年 12 月 24 日、中央教育審議会答申）の内容をふまえ、「学位に付記する専攻分野の

名称の在り方について、一定のルール化を検討するとともに学問の動向や国際的通用性

に照らしたチェックがなされるようにする」ことを目的に、科学者コミュニティを代表

する日本学術会議として指針（ガイドライン）を示すことも視野に入れて検討を行なう。 

 

＊学位規則（第 10条）により、大学は「学位を授与するに当たっては、適切な専攻分野の 

 名称を付記するものとする」ことが規定されている。 

 ・学士（専攻分野の名称）、修士（専攻分野の名称）、博士（専攻分野の名称） 

 専門職学位（第 5条の 2）：専門職大学院の課程を修了した者に対し授与する学位 

 ・修士（専門職）、法務博士（専門職）、教職修士（専門職） 

 ただし、英名表記について法令上の規定はもうけられていない。 

 

２．検討事項 
○学位に付記する専攻分野の名称の在り方に関する一定のルール化 

 ・国際的通用性の確保に留意した英名表記の在り方 

   諸国に共通した、標準的な学位の英名表記方法はない。 

   しかし、学位（およびその英文名称）は 3 つの基本的な要素から構成されている。 

    (1) レベル   … Bachelor（学士）、Master（修士）、Doctor（博士）など 

    (2) 分野    … 学問分野（学問体系が確立した上位の分野） 

    (3) 下位の専門 … より詳細な専門分野 

   英米の学位は、原則として、「(1) of (2) in (3)」という形で表記されている。 

   日本の学位の英名表記について、国として一定の方針を示すことは国際的通用性の 

    観点からも必要ではないか。 



 ・学位に付記される専攻分野の名称と、英名表記との整合性 

   日本の学位の表記方法では、英名表記のような階層構造を表すことができない。 

   実際、学位に括弧書きで付記される専攻分野の名称には、①上位の学問分野、 

    ②下位の専門、③学部ないし学科等の名称、④いずれにも属さないもの、等が 

    混在している。 

   各大学の個性化・特色化に伴う教育の多様性と、それに起因する専攻分野の名称の 

    多様性という現状を容認しながらも、分野別の教育内容の質保証にかかわって 

    各大学が教育課程を編成する際に、柱とする分野と学位に付記する専攻分野の 

    名称とを一体的に検討するよう促すことが重要ではないか。 

 

３．留意すべき点 
○学位に付記する専攻分野の名称に関する指針の適用範囲 

  一定のルール化で示される方針は、学士のみならず修士、博士の各学位に適用される 

   ことになる（→学位規則第 10条）。 

○設置認可・届出制度で認可／届出の判断基準とされる「学位の種類・分野」との関係 

  現行の設置審査では、新たに学部・学科等を設置する際に、学問分野を大きく変更しな 

   いものは認可を要せず、文部科学大臣にあらかじめ届け出ることで設置が可能と 

   なっている。そのため学問体系が確立した 17 の分野を示し、学位の種類・分野に 

   変更が無い場合には届出で足りることとされている。これらの 17 の分野に属さない 

   学際融合分野の学部等を設置する場合であっても、新設学部等の専任教員基準数の 

   半数以上が既設学部等に所属していた教員で構成される場合は、届出設置が可能で 

   ある。このように設置審査時に基準となる「学位の分野」に留意する必要がある。 

   また、学位に付記する専攻分野の名称として、関係する学問分野を複数併記すること 

   は避けられるべきであり、その方針をルール化し明記することは必要と考えられる。 

   （英名表記でもダブル・メジャーと誤解されるおそれがある。） 

○中央教育審議会および学協会等との連携協力 

  ルール化の検討に当たっては、中央教育審議会、学協会等と連携協力を図ることが 

   求められている。 

 

４．分科会の委員構成と進め方 
 当分科会の審議内容は、「大学教育の分野別質保証の在り方検討委員会」ならびに分野別参

照基準策定のために設置される各分科会に随時報告し、各分科会と意見を交換しながら 

審議を進める。 


